
第１３６号議案  

   足立区育英資金条例の一部を改正する条例  

 上記の議案を提出する。  

  令和５年９月２０日  

提出者  足立区長   近  藤  弥  生  

 

   足立区育英資金条例の一部を改正する条例  

 足立区育英資金条例（昭和３１年足立区条例第１号）の一部を次のよ

うに改正する。  

第２条第２号中「在学する者」の次に「（その入学前又は進級前に奨学

金の給付が必要な場合にあっては、入学又は進級をする予定である者）」

を加える。  

第７条の次に次の１条を加える。  

（給付の変更申請及び変更決定）  

第７条の２  前条第１項の規定による奨学金の給付決定を受けた奨学生

等候補者は、当該給付決定の内容に変更が生じるときは、規則で定め

るところにより、奨学金の給付の変更決定に係る申請をしなければな

らない。  

２  区長は、前項の規定により奨学生等候補者から申請があった場合に

は、その内容を審査し、予算の範囲内において、当該給付の変更の決

定を行う。  

第９条に次の１号を加える。  

（６）  入学前又は進級前に奨学金の給付を受けた者にあっては、当

該給付の対象となった確認大学等に入学又は進級をしなかったとき。 

   付  則  

 （施行期日）  

１  この条例は、令和５年１２月１日（以下「施行日」という。）から施

行する。  



 （経過措置）  

２  この条例による改正後の第２条及び第９条の規定は、施行日以後に

奨学金の給付を受ける候補者の決定を受けた者について適用し、施行

日前に当該決定を受けた者については、なお従前の例による。  

 

（提案理由）  

 奨学金の給付に係る資格要件を拡大するほか、規定を整備する必要が

あるので、この条例案を提出いたします。  


